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この柳は解体前に、観衆に分けられ

ます。１年間の厄除けになるという

古くからの言い伝えがあります。 

巡行直前の様子 

左より：今山（PT）池田（検査技師）吉岡院長、 

泉 Dr.（泉内科医院）岡田（検査技師）松尾（PT） 

7 月初め、どこからともなく「コンチキチン」の祇園囃子の音が聞こえてくると夏の始まりを感じます。 

当院東隣には後祭りに巡行する「北観音山」が建ちます。江戸時代山町にあった財閥の財力で豪華な懸装品が

飾られた山はとても美しく見どころ満載です。その北観音山の曳き手として当院院長と、検査室、リハビリ室

から有志４人が参加しました。当日はお天気に恵まれ、「とても貴重な経験をさせてもらった。」と巡行に参加

した職員はほんのり赤く日焼けし帰ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

左より：今山（PT）池田（検査室）吉岡院長 

泉 Dr.（泉内科医院）岡田（検査室）松尾（PT） 

この柳の枝は解体前に観衆に分け与え

られます。一年間の厄除けになるという

古くからの言い伝えがあります。 
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地域連携・医療福祉相談室だより 

巡行前の様子 

 

 

３階病棟は外科系の病棟です。耳鼻咽喉科・外科・肛門外科・肛門内科・眼科・整形外科の診療科を担当して

います。 

各科の特徴としては、耳鼻咽喉科では手術は主として鼻中隔矯正や扁桃腺、鼓室形成等を実施しています。手

術以外では、他院から扁桃炎の増悪、急性眩暈、突発性難聴等、急性期対応を要する患者様をご紹介いただいて

います。 

外科では、一般外科を対象とする手術や治療を対象としています。さらに肛門外科での便失禁の患者様を対象

とした仙骨神経刺激療法の手術が行われています。 

眼科では、白内障の手術を中心に行っています。また、内科的病変に伴う眼症状の治療も行っています。 

整形外科においては 4 月から常勤医師が着任されたことで手術対象の患者様の受け入れを開始しました。また、

リハビリテーションにも力を注いでいます。OT の配置や急性期病院での手術後の在宅復帰に向けたリハビリテ

ーション受け入れを積極的に行い、これまでより一層充実してリハビリテーションが提供できる体制となりまし

た。どの科においても高齢化社会に伴い高齢の患者様の手術が増加しています。現在では高齢の方でも比較的 

安全に手術が可能となりましたが、やはり高齢の方の手術リスクは高く、生存率や合併症等も考えなければなり

ません。術後のライフスタイルや生活の質(QOL)についても満足してもらえるよう、「病気は治癒したが寝たきり

になった」というようなことが起こらないように、多職種で連携し退院支援に力を入れています。退院時には当

院を選んで良かったと思っていただけるようそれぞれの患者様や御家族と向き合い安全な医療を提供できるよう

スタッフ一同日々努力しています。                     ３階病棟師長 岩見
い わ み
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３階病棟 


